


















つぐ死で終った。『サッフォー』はフ 7ーオ γとともにサッフォ ーがオ リンピアから帰




























































それだけでもグ リルパノレツ 7ーの『サッフォ ー』は「古典的」から逮ぎかることにな
り，かれが素材に熱中すればするほど離反は決定的になるはずである。
グリルパノレツ 7ーには，かれが創作のさい「自己共演の危険」におちい りやすいとい














の，露見をおそれる不安。 2)かれがお尋ね者の盗賊ではないかと疑 うベノレタの不安。 3)
そうとわかったときのかの女の驚き，屈辱，憤り。 4)そのような男に怒をしていた自分
を省みたときのかの女の後悔，自責。 5)i冷たいさそりに唆まれてj (V. 2612f.) i助け
もなく，弱く j (V.260)破滅するベノレタ。 6)かの女の足もとにすがりついて繊悔し， 誓



















姿。 7)フ7 ーオソとメリッタの逃亡。 8)情念の!1;藤に一夜のうちに機伴し，生活を放棄


































































































なるほどサッフォ ーは「崇高な婦人j (V.130)， I気高い神像j (V.l64)として描か
れる。「かの女のすべてが光りに満ち，不死なる者・の輝きがかの女のまわりを照らして
7rt 
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